
民
話
の
語
り
駅
が 

五
月
二
十
六
日
（
日
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ 

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。 

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

夕
鶴
の
里
友
の
会(

伊

藤
進
司
会
長)

の
事
業

で
、
今
年
で
第
十
七
回

で
す
。 

 

一
本
の
襷
を
か
け

て
語
り
、
次
々
と
語
り

手
に
繋
い
で
い
き
ま

し
た
。 

今
年
は
、
民
話
会

ゆ
う
づ
る
の
白
岩
け

い
子
さ
ん
が
「
こ
う
れ

ん
」
を
語
り
終
え
て
、

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

             

第
二
十
回 

語
り
部
養
成
講
座 

開
講
！ 

 

今
年
も
、
夕
鶴
の
里
語
り
部
養

成
講
座
が
開
講
し
ま
し
た
。 

六
月
一
日
（
土
）
、
大
人
四
名
、

子
ど
も
二
名
の
受
講
生
が
出
席
し
、

開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

大
人
の
受
講
生
は
全
員
昨
年
も

受
講
し
て
お
り
、
ま
た
子
ど
も
の
受

講
生
も
三
年
目
と
四
年
目
で
、
毎

年
の
講
座
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。 

開
講
式
が
終
了
す
る
と
、
全
員

が
大
き
な
声
で
発
声
練
習
を
行
い

ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
大
人
の
部
と
子
ど

も
の
部
に
分
か
れ
、
テ
キ
ス
ト
を
使

い
な
が
ら
練
習
に
入
り
ま
し
た
。 

 
           語

り
部
養
成
講
座
は
、
六
月
～
八

月
三
日
ま
で
の
第
一
、
第
三
、
第
五

土
曜
日
の
全
六
回
開
催
。 

 
八
月
三
日
（
土
）
の
最
終
日
に
は
、 

閉
講
式
が
あ
り
、
受
講
生
全
員
の

発
表
が
行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
聞
き

に
来
て
く
だ
さ
い
。 

   

 
 

 
 

           

 
     

   
 

 
 

 
 

 
 

 
    

  
        

 

 
              

 

 
 

 
 

 

友
の
会
主
催
の
研
修
旅
行
が
、

六
月
八
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し

た
。 当

日
は
、
二
十
八
名
が
参
加

し
、
九
時
に
夕
鶴
の
里
を
出
発

す
る
と
、
最
初
の
見
学
場
所
の

天
童
将
棋
資
料
館
に
は
十
時
頃

到
着
し
ま
し
た
。 

次
に
行
っ
た
河
北
町
紅
花
資

料
館
で
は
、
紅
の
館
で
ガ
イ
ド

さ
ん
に
よ
る
説
明
を
聞
き
な
が

ら
展
示
物
な
ど
を
興
味
深
く
見

て
い
ま
し
た
。 

昼
食
は
、
座
敷
童
で
話
題
の

梅
ヶ
枝
清
水
（
め
が
す
ず
）
で
、

女
将
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
な
が

ら
「
お
姫
様
膳
」
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

座

敷

童

は

、

い

た

よ

う

で

す
・
・
・
。
そ
の
後
は
、
文
四
郎

麩
で
買
い
物
、
寒
河
江
の
古
澤

酒
造
資
料
館
の
見
学
を
し
、
予

定
通
り
夕
鶴
の
里
に
午
後
四
時

半
に
到
着
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
頂
け
た
研
修
会
で
し

た
。 

          
 

 友
の
会
研
修
旅
行 

大
盛
況
で
終
了
！
！ 



    
六
月
五
日
（
水
）
よ
り
、
夕
鶴
の

里
で
お
蚕
様
の
飼
育
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

お
蚕
様
の
飼
育
は
、
平
成
二
十

三
年
か
ら
毎
年
六
月
に
行
っ
て
お

り
、
今
年
で
九
年
目
に
な
り
ま
す
。 

五
日
に
来
た
と
き
は
、
三
齢
で 

体
長
は
二
セ
ン
チ
と
か
な
り
小
さ

く
感
じ
ま
し
た
が
、
二
週
間
過
ぎ

た
十
九
日
に
は
五
齢
、
体
長
六
セ
ン

チ
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
気
温
が
低
い
日
が
続
い

て
い
る
の
で
、
例
年
よ
り
少
し
成
長

が
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
今
月
末
に
は

繭
に
な
る
予
定
で
す
。 

 

      

 

       

     

  

六
月
十
六
日
（
日
）
お
き
た
ま
語

り
部
の
会
（
丸
山
尚
会
長
）
主
催
の

「
第
十
回
お
き
た
ま
語
り
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
記
念
す
べ
き
第
十
回
を

迎
え
、
内
容
も
二
部
構
成
で
行
い

ま
し
た
。 

 
第
一
部
は
、
お
き
た
ま
語
り
部
の

会
十
一
団
体
の
語
り
や
寸
劇
の
発

表
、
ま
た
、
高
畠
町
立
和
田
小
学

校
児
童
三
名
と
長
井
市
立
西
根
小

学
校
児
童
二
名
に
も
語
り
を
発
表

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

            

第
二
部
は
、
川
西
昔
ば
な
し
の

会
の
小
林
幸
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に

お
招
き
し
、
「
昔
ば
な
し
＆
ト
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

明
治
元
年
生
ま
れ
の
お
よ
し
お
ば

ん
ち
ゃ
か
ら
語
り
継
が
れ
て
き
た

昔
話
は
宝
物
。
こ
の
ま
ま
眠
ら
せ
て

は
勿
体
な
い
と
、
『
曾
孫
に
語
り
継

い
だ
お
よ
し
お
ば
ん
ち
ゃ
の
昔
話
十

二
ヶ
月
』
を
は
じ
め
、
続
編
や
『
と

ー
び
ん
と
』
な
ど
の
著
書
を
出
版
。

昔
ば
な
し
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
入
れ

な
が
ら
、
武
田
正
先
生
と
の
か
か
わ

り
や
、
小
林
幸
二
郎
さ
ん
の
こ
と

も
話
さ
れ
、
昔
話
は
語
り
継
ぐ
人

が
い
な
い
と
、
途
絶
え
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
思
い
が
切
に
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。 

 

紙
芝
居
や
子
守
歌
な
ど
も
披

露
さ
れ
、
最
後
に
は
会
場
の
皆

さ
ん
と
無
病
息
災
、
何
事
も
な

い
よ
う
に
と
「
数
え
う
た
」
を
歌

っ
て
終
了
し
ま
し
た
。 

            

        

      

◆
日
時 

七
月
十
四
日(

日) 
 

 
 

 
 

午
後
一
時 

 
 

◆
場
所 

夕
鶴
の
里 

 
 

 
 

 

語
り
部
ホ
ー
ル 

  

◆
入
場 

無
料 

 

※
会
場
準
備
の
為
事
前
に 

 

夕
鶴
の
里
ま
で
予
約
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

   

◆
日
時 

七
月
二
十
七
日
（
土
） 

 
 

 
 

 

十
時
～ 

  

◆
場
所 

夕
鶴
の
里
調
理
室 

  

☆
ゆ
べ
し
を
作
っ
て 

食
べ
よ
う
！ 

 
 

◆
参
加
費 

二
○
○
円 

 

※
事
前
に
夕
鶴
の
里
ま
で 

お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

６月５日  

３齢体長 2cm 
お
蚕
さ
ま
が 

 
 

き
た
よ
～
！ 

６月１９日  

５齢体長 6cm 

第
十
回 

お
き
た
ま
語
り 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

七
月
の
イ
ベ
ン
ト 

多
勢
久
美
子
さ
ん 

 
 

講
演
（
口
演
）
会 

夕
鶴
の
里 

昔
の
あ
そ
び 


